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１．概要（Summary） 

高屈折率の導波路を低コストで形成する方法とし

て、ナノインプリント装置を用いて実証検証を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ナノインプリント装置(Eitre 3) 

【実験方法】 

本ナノインプリント装置を用いてマスターモール

ドからプレモールドに形状の熱転写を行う。そのプレ

モールドを用いて下記材料を加圧、UV硬化を行った。

加圧条件は 35℃10 bar で、UV 照射条件は 1000 

mJ/cm2である。モールドは 0.5 μm L/S形状である。

(Fig. 1) 

 

Fig. 1 Imprint process image 

 

① TiO2ナノフィラー含有UV硬化性シロキサン樹

脂(PGMEA溶液) 

② TiO2 ナノフィラー含有 UV 硬化性有機樹脂

(PGMEA溶液) 

③ TiO2 ナノフィラー含有 UV 硬化性有機樹脂

(PGMEA溶液) 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

硬化膜作製後、自社内にて SEMにて形状の確認を

行った。その結果 Fig. 2のように①、③に関しては良

好な形状が確認できた。②に関しては樹脂組成上脆性

があり、脱型時に形状の端部に破損が発生したものと

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 SEM images 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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